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　政府が２月に閣議決定した新たな「高齢社会対策大綱」に
は、65歳以上を一律に「高齢者」とみる一般的な傾向が現
実的なものではなくなりつつあることを踏まえ、65歳以降
も意欲・能力に応じた力を発揮できる社会環境を整える方
針が盛り込まれた。現在70代を迎えつつある団塊の世代よ
り上の世代は、60代というライフステージを職業生活から
の引退や老後のセカンドライフへの「移行期」として想定し
た人生を歩んできた人が多かったと考えられる。しかし、人
生100年時代に向けたライフデザインの視点からみると、
60代はいまや就労期間や健康状態に関して「現役」期間に
組み入れるべきライフステージになろうとしている。
　このようななか、60歳以上の男女を対象とする内閣府
の調査によると、将来の日常生活に関する不安として60代

ライフデザインの視点でみた「60代」 が最も多くあげたのは「自分や配偶者の健康や病気のこと」
（60～64歳：70.9％、65～69歳：71.1％）であり、「自分や配
偶者が寝たきりや身体が不自由になり介護が必要な状態
になること」（同61.8％、62.1％）がこれに続いた（資料１）。
また、「生活のための収入のこと」（同48.3％、37.3％）につ
いても、特に60代前半では半数近くを占めており、不安を
感じている人が多い。自分や配偶者の健康や介護、そして
生活費用の問題は、60代の男女が将来の日常生活を考え
た場合の大きな不安要素であることがわかる。

　では、60代男女が最も不安を感じている「健康」に関し
て、現在、日本人の死因として最も高い割合を占める「がん

（悪性新生物）」の発症等を不安に感じている人はどの程
度いるのだろうか。当研究所が全国の18～69歳の男女を

三大疾病の発症等への不安意識

資料1 60歳以上の男女における将来の日常生活に関する不安（年齢階級別）＜複数回答＞

（出所）内閣府「平成26年度　高齢者の日常生活に関する意識調査結果」2015年３月
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対象に行った調査によると、10年後の自分の健康状態を
想像した場合に、三大疾病と呼ばれる「がん」「脳卒中」「心
疾患」の発症等に不安を感じる人はいずれも半数を超え、
中でも「がん」についてはもっとも多い58.8％が不安を感
じている（資料２）。性・年代別にみた場合、60代では男性の
56.1％、女性の59.5％を占める（資料３）。
　医療技術の進展等を背景に、がんをはじめ、三大疾病の
発症という過酷な経験を経た後も、治療等や就労を続け
ながら病気とともに人生を歩む人が増えている。しかしな
がら、これらの結果からは、いわゆる三大疾病の発症等が、
60代を含め依然多くの人が身近に感じやすい不安要素で
あることをあらためて確認できる。

　最後に「夫婦の人生設計」という観点から60代の有配偶
男女に注目し、老後を考えた場合の介護問題や生活費用
への不安意識をみてみよう（資料４）。不安を感じる人は、

「自分の介護問題」では男性が79.7％、女性が87.9％、「自
分や配偶者の老後費用」では男性が73.0％、女性が
78.7％を占める。有配偶者の回答結果ではあるが、これら
の老後問題に不安を感じる人は、先にみた三大疾病の発
症等に不安を感じる人を大幅に上回っている。
　現在60代というライフステージを迎えている人々の多
くは、三大疾病の発症等に対する不安を上回る水準で老
後の介護問題や生活費用に不安を感じている。その理由
は、人生100年時代においては60歳以降の人生が40年
以上にもわたり、病気を経験して以降も続く長い人生を生
きる時代になったからではないだろうか。

介護問題・老後費用への不安意識

資料4 老後への不安や心配

【自分の老後の介護問題】

【自分や配偶者の老後費用】

資料2 10年後の病気の発症等に対する不安

（出所） 第一生命経済研究所「今後の生活に関するアンケート調査」 
（インターネット調査、調査時期は2017年１月27～29日）

資料3 10年後の「がん（悪性新生物）」の発症・再発・ 
悪化に対する不安（性・年代別）

（注）「とても不安」「やや不安」の合計。18～19歳のデータは省略
（出所）資料２に同じ
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（出所）資料２に同じ
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